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はじめに
シャーロットブロンテ（CharlotteBronte,181655）は，きょうだいと共に十代から二十代初めま
での十数年にわたり詩や物語を書いた。10歳の頃，父パトリックブロンテ（PatrickBronte,1777
1861）が弟ブランウェル（BranwelBronte,181748）へのおみやげに買ってきた，十二体の木製兵隊
人形を主人公とした冒険物語を書いたのがきっかけである。こうして生まれたシャーロットの初期作
品としては，1826年から1839年までの作品が現存している。これらの作品では，アフリカのグラス
タウンという架空の土地に，12人のイギリス人が漂着し，植民地を建設していく。1826年に「若者
たち」（・YoungMen・），1827年には「われらの仲間」（・OurFelow・）と「島の人々」（・Irelanders・）
などの物語が生み出され，それが後にアングリア物語へと発展していく。ブランウェルが「物語全体
を総括する視点に立って歴史的な記述をめざ」したのに対し，シャーロットは12人の兵士の視点に
立って彼らが遭遇する出来事，超自然現象，当時の風物などを描いている。1
当時，中流階級以上の家庭の子どもたちが人形で遊ぶこと，物語を創作すること，それを当時発刊
されていた雑誌の体裁に編集することはブロンテきょうだいに限ったことではなかった。むしろ，こ
の活動期間が十数年の長きにわたった事実が注目に値することである。残念なことに，現在存在する
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Abstract
TwelvetoysoldierswhichMr.BronteboughtforBranwelwereusedascharactersinthe
juveniliaoftheBrontechildren.Theirstorieswerewrittenfrom 1826to1839,andunfoldedin
animaginary・GlassTown・inAfricawheretwelvemenhadbeencastup.Charlottecomposed
someofthestories,whichcanbedividedintothreeperiods.Theheroofthefirstperiodisthe
DukeofWelington.Sincehewasbasedonarealperson,shewassomewhatconstrainedin
herdepictionofhim.Hehadtobeabsolutelyperfect.Duringthesecondperiod,themain
characterswereimaginary;thereforeshecouldmakethem asshewanted.Shecreatedakind
ofByronichero,theDukeofZamorna.ShesoadoredtheworksofGeorgeGordonByronthat
sheevenquotedsomepartsofChildHarold・sPilgrimage.Asforthefemalecharacters,they
justenduredandkeptlovinghim.Duringthethirdperiod,wecanseeaplainheroine,Miss
Hastings.Shemadeanefforttobeeconomicalyindependent.MissHastingswoulddevelop
intoheroinessuchasJaneEyreandLucySnoweinthefuture.
シャーロットブロンテの初期作品研究
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A StudyofJuveniliaofCharlotteBronte
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初期作品と呼ばれる作品は，シャーロットとブランウェルが書き残したものがほとんどである。本稿
では，シャーロットの初期作品を数点取り上げ，その特徴が後に作家として執筆した作品にいかに投
影されているかを考察する。
1.家庭環境
ギャスケル夫人（Mrs.Gaskel,181065）は，父パトリックからの依頼で，シャーロットの伝記
（TheLifeofCharlotteBronte,1857）を完成させた。そこには，妻に先立たれ，六人の子どもを抱え
た気難しく陰気な父親像が描かれる。ギャスケル夫人によると，パトリックは他人との交流を意識的
に絶ち，子どもたちを顧みない冷たい父親で，食事も子どもと共に摂ることはなく，食卓に一切肉は
出されなかったとされている。しかし，その後の研究で，ギャスケル夫人の描く風変わりな父親像は，
意図的に創り上げられたものであると考えられるようになった。つまり，ヴィクトリア朝時代の人々
にとっては，受け入れがたいシャーロットやエミリ（EmilyJaneBronte,181848）の作品の特徴を問
題なく受け入れさせるための方法であったというのである。2確かに『ジェインエア』（JaneEyre,
1847）や『嵐が丘』（WutheringHeights,1847）には当時，反キリスト教的であるなど厳しい批判があ
った。大野龍浩氏は，ギャスケル夫人は「三つの目的」，つまり，「① 作家としてのシャーロット
よりも，普通の女性としてのシャーロットを描くこと，②シャーロットの優れた人格を描くこと，
③シャーロットが 不道徳ではないことを訴えること」を目的に『シャーロットブロンテの生涯』
を執筆したと指摘する。3シャーロットがすばらしい性格の持ち主の普通の女性であることを強調す
ることで，当時の読者が受け入れがたいと感じる要素には，偏屈な父親が大いに影響しているとして
批判をかわそうとしたというのである。
シャーロットは幼くして母マリア（MariaBranwel,17831821）を亡くし，さらに姉二人，マライ
ア（MariaBronte,181325）とエリザベス（ElizabethBronte,181525）を結核で亡くし，四人きょう
だいとなった。成人後は30歳になるかならないかの弟ブランウェルと妹二人，エミリとアン（Anne
Bronte,182049）を相次いで亡くし，自らも38歳で亡くなった。彼女たちがその生涯のほとんどを
過ごしたハワースはヨークシャーの寒村で，給水の質の悪さから生じる健康被害は大変なもので，村
の平均寿命は25歳であった。ことに下水道施設の発達が立ち遅れていたため，69カ所あった村のト
イレは24軒で1つを共有することもあったという。その結果，汚水が地下に染み込み，水質が悪化，
6歳までに命を落とす子どもが40％を超えたのである。4ハワースのこうした悲惨な現実と冷徹な父
親像が相乗効果を生み，現在でもブロンテ姉妹の小説は特異な作品として受け止められがちである。
それほどまでにギャスケル夫人の著作の影響は大きかった。
しかし実際は，ブロンテ家の子どもたちはむしろのびのびと育っていた。ここには家族を愛する父
親の存在があったと言えよう。
1820年4月，ブロンテ家がソーントンからハワースの牧師館に移った際，母マリアはすでに病に
侵されていた。1821年に入ると危篤状態に陥る。このときパトリックは，昼間は看護師に妻の看病
を頼み牧師として教区民のために尽力し，夜間は危篤の妻と猩紅熱にかかった六人の子どもたちの面
倒をみていたのである。こうした状況は 1821年 5月にマリアの姉，エリザベスブランウェル
（ElizabethBranwel,17761842）が看護に駆け付けるまで続いた。誠実に牧師としての勤めを果たし，
献身的に家族の世話をするパトリックの姿からは，偏屈な変わり者というイメージを持つことはでき
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ない。
1821年9月，マリアは死亡する。パトリックには六人の子どもと妻の医療費のための借金が残っ
た。生前マリアが受け取っていた年50ポンドの年金はなくなり，収入は170ポンドの牧師としての
年俸のみとなり，経済的に苦しい立場に陥ってしまった。この苦境を乗り越えられたのは，パトリッ
ク自身の人徳によるところが大きいと思われる。彼をよく知っている人々は，パトリックが「親切な」
「愛想のよい」「思慮ぶかい」「温和な」人物であると言う。5こうした彼自身の人柄が，窮地を救った
のである。彼の抱えた借金は，多くの友人そして匿名の寄付により，全額返済された。
パトリックは教区民のために日曜学校を設立するなど，ハワースの牧師として使命を果たし，家族
には愛情を注いだ。ブロンテ家の子どもたちは皆，日曜学校の先生役を務めもした。シャーロットは
こうした父の行為を，『ジェインエア』において，勤勉な牧師，セントジョンが村人のために日
曜学校を設立運営することに投影させている。パトリックが寛容な心の持ち主であったことがうか
がえるエピソードの一つに，教区内の私生児にも洗礼を施した事実がある。6わが子に洗礼を受けさ
せることができた母親たちはどれほど安心したことであろうか。ハーディ（ThomasHardy,18401928）
の『テス』（Tessofthed・Urberviles,1891）に登場する牧師が規則にのっとりテスの私生児に洗礼を
施さないのとは対照的である。
パトリックはまた，子どもたちの教育にも熱心であった。財力のない家の子どもの結婚がいかに難
しいかをよく知っていたので，将来子どもたちが自立して生活する必要性を強く感じていたのであ
る。7彼は1824年7月，授業料が安く信頼に足る後援者のいるクラージードーターズスクールに
長女マリアと次女エリザベスを入学させる。同年8月にシャーロットが，11月にはエミリが続いた。
この女子寄宿学校は，『ジェインエア』でローウッドスクールのモデルとしてその惨状を批判さ
れた学校であるが，後の調査によればこの寄宿学校は当時の標準的な学校であり，個人的な清潔さや
身だしなみ，規則正しさなどの教育においてはむしろすぐれていたという。8しかし，不衛生な家政
婦がいたためにチフスが発生し，多くの生徒の命を奪う事件が起こったのだった。ブロンテ家の二人
の姉は，チフスではなく結核を患い，1825年5月そして6月に相次いで命を落とす。すぐ上の姉た
ちの死を見ていたシャーロットには大きなショックだったに違いない。三女であった彼女は二人の姉
という母親代わりの存在を失ったと同時に，今度は自分が長姉としての責任を背負うことになったの
である。1825年6月，パトリックはすぐにシャーロットとエミリを退学させ，1831年にロウヘッ
ドスクールへ入学させるまで，子どもたちを自分で教育している。
自宅で子どもたちは，「レッスン，散歩，遊びの毎日の決まりきった日課」9をこなした。子どもた
ちはもの心がつくと父親の書斎に自由に入り，父の書籍を好きなだけ読んだ。新聞や雑誌の他，シェ
イクスピア（Wiliam Shakespeare,15641616），ミルトン（JohnMilton,160874），スコット（Walter
Scott,17711832），トムソン（JamesThomson,170048）を始め，1718世紀の作家の作品，ワーズ
ワース（Wiliam Wordsworth,17701850），サウジー（RobertSouthey,17741843），バイロン（George
GordonByron,17881824）などのロマン派の詩人たちの作品の他に，古典にも親しんでいたという。
宗教書には，讃美歌作家アイザックウォッツ（IsaacWatts,16741748）の著作も含まれていた。ウ
ォッツの作品『子供達のための聖歌集』（DivineSongsforChildren，1715）は，『不思議の国のアリ
ス』（Alice・sAdventuresinWonderland，1865）にも登場し，ヴィクトリア朝の子どもたちにはおなじ
みである。またシャーロットは『イソップ物語』（Aesop・sFables）や『アラビアンナイト』
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（ArabianNightsEntertainments）にも親しみ，伯母エリザベスブランウェルが購読していた少し
ブルーストッキングがかった雑誌Lady・sMagazineも読んでいた。10
ブロンテ家の子どもたちの文学に関する知識は大変なもので，他の子どもたちとは比べものになら
ないほどだった。ロウヘッドスクールで知り合い，生涯の友人となったメアリテイラーは，当
初，シャーロットが文法や地理を学んでいないことから，無知だと思った。しかし間もなく，彼女の
文学や絵画に関する知識は突出していることを知るのだった。11自分の置かれた生活環境から，シャ
ーロットはガヴァネスとして自活する必要性を感じていた。そのための知識を獲得しようと，ロウ
ヘッドスクール在学中は，寸暇を惜しんで勉強し責任を果たそうと努力を続けたのであった。
2.初期作品
岩上はる子氏はシャーロットの初期作品を次のように三つに分けている。つまり，1826－31年，
シャーロットが10歳から15歳までを第一期，1832－36年，彼女が16歳から20歳までを第二期，
1837年以降を第三期としている。12
創作の第一期は，前述したように父親がブランウェルにおみやげに買ってきた12体の兵隊人形の
お気に入りを主人公にし，きょうだい四人がそれぞれ創った冒険物語が始まりである。シャーロット
の物語は『アラビアンナイト』の影響もあり，超自然現象が繰り広げられるのが特徴と言えよう。
1826年，「若者たち」では12人の若者たちがアフリカに植民地「グラスタウン」を設立，さらな
る空想上の世界へと発展していく。グラスタウンの初期国王には，実在するウェリントン公爵こと，
アーサーウェルズリーが選出されている。1827年7月に書かれた「われらの仲間」は『イソップ
物語』をもとに，窃盗，反逆，政治問題など，初期作品の要素がすべて含まれた作品である。これら
の物語は人形たちの大きさに合った小さな本に小さな字で書かれたものが残されている。同年12月
には「島人たち」を実際の出来事に基づいて作成した。その他，秘密劇も創作されたが，これらはい
つでも思い出せることを理由に紙に記されることはなかった。その後，ウェリントン公爵の二人の息
子のうち，長男のアーサーウェルズリー（後のドゥオロウ侯爵，ザモーナ公爵，アングリア国王）は主
人公として台頭していく。また，次男のチャールズウェルズリーは皮肉屋の語り手として活躍し，
シャーロットはこれをペンネームとして使用するようになっていく。
語り手チャールズウェルズリーは信頼できない語り手で，自分の感情で物語を事実に反する結果
に変えてしまう。例えば後に結婚することになるドゥオロウ公爵アーサーウェルズリーとマリアン
ヒュームを主人公とした「アルビオンとマリーナ」（・AlbionandMarina・,1830）では，兄への復讐
心から結婚前のマリアンを死亡させている。
Theconclusioniswholydestituteofanyfoundationintruth,andIdiditoutofrevenge.Albion
andMarinaarebothaliveandwelforoughtIknow.13
「アルビオンとマリーナ」は第一期作品群において重要な位置を占めている。それまでの作品では，
男性人物を中心に植民地の覇権争いが語られていたのだが，この作品ではじめて女性主人公が登場し，
物語のテーマが恋愛へと移行する。ここに重要な変化がみられる。女性を登場させることでシャーロ
ットは，アングリア物語に「恋愛，嫉妬，裏切り，結婚といった独自のテーマ」を展開させることを
可能にしたのである。14
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第二期では，シャーロットの描く男性人物像に変化がみられる。アングリアの初代国王に選出され
たウェリントン公爵は，実在の人物であった。1803年，父パトリックはケンブリッジのセントジ
ョンズコレッジの学生であったが，地方義勇軍に志願した。イギリス侵攻への準備を開始したナポ
レオン率いるフランス軍に対抗し，イギリスのために戦おうとするほど愛国心に燃えていたのであ
る。15その後，1815年6月18日，ウェリントン公爵率いる連合軍はベルギーのウォータールーでナ
ポレオンに勝利した。これを記念して6月18日は「ウォータールー記念日」となり，国家を挙げて
祝賀行事を執り行うことになる。ブロンテ家の子どもたちも毎年欠かさず6月18日の記念日にはお
祝いをしている。イギリスの英雄としてウェリントン公爵は絶大な人気を誇り，父の影響もあってか
シャーロットは大のウェリントン公爵びいきであった。彼女が物語の主人公にウェリントン公爵を選
んだのは当然であろう。
シャーロットは実在の人物として，ある程度，事実に即してウェリントン公爵を行動させざるをえ
なかった。つまり，彼は完璧な英雄として彼女の物語の中に存在したのである。事実という制約によ
り，書きたいことを書けないシャーロットは，ウェリントン公爵の二人の息子たちを創造し，自分の
思い通りに行動させる。長男アーサーウェルズリーは物語の主人公として，主に弟チャールズの語
りを通して語られる。このアーサーと対立する人物が，ブランウェルの物語の主人公で悪役ロウグこ
とアレクザンダーパーシーである。
「婚礼」（・TheBridal・,1832）に描かれるアーサーウェルズリーは，最初の妻マリアンヒューム
と結婚したばかりの妻を愛する純粋な男性として登場する。
一方，妻のマリアンヒュームは以下のように描写されている。
Theotherform wasthatofaveryyoungandslendergirl,whosecomplexionwasdelicately,
almosttransparently,fair.Hercheeksweretintedwitharich,softcrimson,herfeaturesmoulded
intheutmostperfectionofloveliness;whiletheclearlightofherbrilianthazeleyes,andthesoft
wavingofherauburnringlets,gaveadditionalcharmstowhatseemedalreadyinfinitelytoo
beautifulforthisearth....Withasweetvivacityinherlookandmannertheyoungbridewas
addressingherlord［theMarquisofDouro］thuswhenIfirstcameinsightofthepeerless
pair:16
ほっそりした色白の美女マリアンは，所謂「理想の女性」像17そのものである。ドゥオロウ侯爵に
好意を抱くゼノビアエルリントンは，グラスタウンのレディゼルジア（LadyZelsia）として登
場する学識のある社交界の花形である。彼女の特徴は，豊満な肢体に黒い瞳，黒い豊かな髪と浅黒い
肌をした端正な顔立ちであり，理想の女性とは対極の特徴を持つ異国情緒豊かな女性である。彼女は
二人の結婚を阻止しようと画策するが，彼は社交界の華であるゼノビアではなく，「美しく，貞淑で，
非の打ち所がないが，称号を持たない」18マリアンヒュームと結婚してしまう。
19世紀のイギリスの中流階級以上の女性たちは，長子相続制により相続権がなく，さらに働くこ
とははしたないことと見なされ，こうした女性が唯一つける仕事はガヴァネスと呼ばれる住み込み家
庭教師または学校教師であった。ガヴァネスの仕事は心身共に辛いものであったため，経済力のない
中流階級の女性が生きていくには結婚することが必要かつ理想だったのである。さらに家父長制では，
娘は父親に，妻は夫に服従するのが当たり前で，これにより女性の精神的自由は大きく圧迫されてい
た。当時の理想の女性像は，青白く，か弱い女性で，自分の意見は述べないのが良いとされていたの
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である。これに対してゼノビアエルリントンは植民地グラスタウン出身であるため，19世紀イ
ギリス女性が苦しんだ「理想の女性」というしがらみに縛られることがなく，ある意味，自分の意志
のままに自由に行動することができた。一方，所謂理想の女性像にぴったりなのがザモーナ公爵の最
初の妻マリアンヒュームである。「秘密」（・TheSecret・,1833）でマリアンは，悪意ある元家庭教師
ミスフォクスリーに脅されアーサーの要求を聞き入れることができない。理由を聞かれても答えよ
うとせず，ただ涙を流す場面は次のように描写される。
Tearsnow begantofiltheMarchioness・seyesandweredroppingunheededonherdrawing
assheanswered,inasubduedtone,・Donotbeangry,Arthur.・19
弱々しく涙を流すマリアンに対し，アーサーは次のように応じる。
・Thisisobstinacy,Marian,・...・aswelasweakness.Ishalleaveyouforthepresenttoreflecton
theconsequencesofacontinuanceinsuchfoly,butfirstletmewarnyouthatIshalnotsuffer
thatwoman［MissFoxley］toentermyhouse,orpermityoutohaveanycommunicationwith
her.IfIfindmy commandsin thisrespectaredisobeyed,Ishal considerourinterestsas
thenceforthseparate.Itisnopartofmyplantoalowtheexistenceofacounteractinginfluence
tomyowninthatheartandfamilywhereIoughttoreignparamount.・20
アーサーの家長としての断固たる態度に，マリアンは何も答えず，悲しみ黙するのみである。家長と
して絶対の権力を主張するアーサーと，夫に対して何も言わず一人苦悩に耐えるマリアンの姿が描写
されている。この物語では結局，二人の誤解は解け，仲睦まじい夫婦に戻る。だが，最終的に彼らの
結婚生活は，ドゥオロウ侯爵がマリアンを捨て，彼女が傷心のうちに命を失うことで終わりを迎える。
仇敵アレクザンダーパーシーの娘でザモーナ公爵の二番目の妻となるメアリーパーシーは，マ
リアンとは異なり激しい気性の持ち主である。彼女が再婚したときドゥオロウ侯爵は，ザモーナ公爵
としてアングリア国王になっていた。「ヴェルドポリスの上流社会」（・HighLifeinVerdopolis・,1834）
のエピグラフには，バイロンの『チャイルドハロルドの巡歴』（ChildeHarold・sPilgrimage,1812
18）の一節が引用されている。21自由奔放に生きる主人公チャイルドハロルドは，所謂バイロニッ
クヒーローと呼ばれ，「致命的な遺伝を受けついでいること，憂鬱と孤独と乱行と悔恨に心身を責
めさいなまれている不羈奔放で激情的な」22人物として女性遍歴を重ねていくのだが，ザモーナ公爵
をそのチャイルドハロルドになぞらえているのである。理想の英雄であった父ウェリントン公爵と
は対照的に，ザモーナ公爵は不道徳な生活を送る。それにもかかわらず女性たちを引き付ける魅力を
備えているのが彼の特徴である。岩上氏はこのようなザモーナ公爵を「女性たちは移り気な公爵に恨
みを抱くのではなく，むしろ彼の酷薄さ，放縦さにいっそう惹きつけられていく」と指摘する。23ザ
モーナという奔放な人物像を創造することで，シャーロットは彼女の愛読する空想の世界へとはばた
いていくことになる。
「呪い」（・TheSpel・,1834）では，気性の激しいメアリーパーシーが結婚半年後，夫の女性関係
が気になり悩むことになる。
Asforlove,everydropIpossessofthatpassionispouredoutononegrandobject:Zamornahas
ital,andIcouldnot,ifIwould,deductoneatom from hisright.Iwish,Oh,howIwish,that
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hecouldbesensibleofthis;thatheknewhowmuch,howdeeply,andhowferventlyIlovehim.
Then,perhaps,hewouldnotbesosadashesometimesis,socold,sostrange,sosilent.24
マリアンのようにか弱くないにもかかわらず，メアリーもまた，いくらつれなくされても夫を愛し続
け，苦悩する女性として描かれている。彼女は夫の自分への愛を確かめようと，マイナローリーの
住む屋敷を訪れる。マイナローリーはウェルズリー家の使用人の娘であり，ザモーナの愛人でもあ
る。正妻メアリーと愛人の会話に注目しよう。
・LadiesequaltohimselfinbirthandconnectionsmaysaytheyarefondoftheDukeof
Zamorna,・she［MinaLaury］replied,・butthatisnotthewordIshoulduse.・
・Andpraywhatwordwouldyouuse?・
・Heismymaster,madam,thereforeIhonourhim.・
I［MaryPercy］laughedscornfuly,formybloodwasup.
・Youareahypocrite,MissLaury,・saidI,・youdomorethanhonourhim.・
・Yes,Iworshipandobeyhim.・
・Andisthatal?・
・Ilovehim.・
・Anythingmore?・
・Iwoulddieforhim.・25
愛する人のために命を懸けられるというマイナローリーのことばは，後年，それによって作家の地
歩を定めることになる『ジェインエア』で幼いジェインが発することば，・ifothersdon・tlove
me,IwouldratherdiethanliveIcannotbeartobesolitaryandhated,Helen.・
26と重な
る。自分が心から愛する者のためなら自らの命さえいとわない，という激しい感情表現である。マイ
ナローリーが正妻メアリーに対して臆することなく自らの思いを主張する姿勢は，伯母であるリー
ド夫人に臆することなく意見を主張するジェインエアへとつながっていくと考えられる。その一方
でザモーナへの愛を積極的に口にしながらも使用人としての分を守り，彼に対しては絶対服従を貫く。
ザモーナの愛を感じながら彼への一途な愛を終始貫くのが，アングリア物語に特有の女性像と言える
であろう。
このように第一期では，グラスタウンという植民地の覇権争いの物語から恋愛物語へとテーマの
移行がみられた。続く第二期では，シャーロットの物語の内容がより空想的な内容に変化し，同時に
女性遍歴の激しい不道徳なザモーナを男性主人公に据え，たとえ彼にすげなくされても彼を愛さずに
はいられない女性が次々に登場していく。
3.美しくないヒロイン誕生へ
美しい人物が主人公に据えられる物語の伝統にシャーロットは幼いころから疑問を抱いていたので
はないかと思わせる作品が残っている。「ヴェルドポリス滞在 妖精の贈物」（・VisitsinVerreopolis・,
ChaptertheSecond,・TheFairyGift.A Tale・）27では，貧しい青年が四つの願いを叶える魔法の指
輪を妖精からプレゼントされる。美しくなりたいという希望が叶えられ，青年は背の高いすらりとし
た気品ある美青年に変身する。そして金持ちの老婦人の夫となるが，その結果，彼の周囲をとりまく
人々の嫉妬心，悪意，殺意が露呈し，よいことはなにもないことが分かり，最終的には元の自分に戻
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してもらうことになる。外見が美しいだけでは幸せはつかめない。反対に，外見が美しくなくても幸
せになれるとしたのが，主人公は女性になってはいるが，後の『ジェインエア』であろう。シャー
ロットは自分が美しくないことにコンプレックスを抱いていたと考えられる。かつてシャーロットは
妹たちに ・Iwilshow youaheroineasplainandassmalasmyself,whoshalbeas
interestingasanyofyours.・28と語った。彼女は伝統的な美しい主人公を創造することに反撥を
覚えていたのではないか。その結果，外見よりも内面に読者の視線を向けさせる工夫を凝らすように
なったと考えられる。
「妖精の贈物」から『ジェインエア』への橋渡しとなる作品が「ヘンリーヘイスティングズ大
尉」であろう。ミスヘイスティングズは次のように描写される。
…若かったが 美人ではなかった 色白の，青白いともいえる顔色をしていた。黒い髪は額からきち
んととかされ，二つに分けてまとめられていた 表情を豊かに変えそうな面立ち，それに，とりとめな
く良く動いて，決して平凡ではない独特の深みをもった眼差しだった。29
決して美人ではないが，独特の深みを持った瞳は印象的である。
一方，ジェインエアは，ソーンフィールドに到着した翌朝，身づくろいをしながら次のように考
えた。
Iwasstilbynaturesolicitoustobeneat.Itwasnotmyhabittobedisregardfulofappearance,
orcarelessoftheimpressionImade;onthecontrary,IevenwishedtolookaswelasIcould,and
topleaseasmuchasmywantofbeautywouldpermit.IsometimesregrettedthatIwasnot
handsomer:30
その後，ジェインはソーンフィールドの主人ロチェスターのイングラム嬢への愛が実はジェインの気
持ちを引き付けるための見せかけであったことを納得して，ロチェスターの求婚を受け入れる。ロチ
ェスターはジェインの内面のすばらしさにひかれたが，当初は美人とは思っていなかった。それがつ
いには ・Youareabeautyinmyeyes,andabeautyjustthedesireofmyheartdelicate
andaerial.・31と言うまでになる。内面のすばらしさが外見の美を凌駕したのである。だが，その後，
ロチェスターには狂気の妻が存在することが明らかになり，愛人としてともに暮らそう，こんなに愛
し合っているのだから，というロチェスターの提案をジェインは退け，一人放浪の旅に出るのだった。
ここでジェインは幼いころから求め続けた真実の愛よりも神の御心に沿って生きる道を選択する。愛
人として生きれば，セリーヌヴァランのようにいつか捨てられることが分かっていたのである。
一方，愛人という立場ではあるが心から愛する人と共に生きる道を拒否し，一人で教師として生き
る道を選択したのが，「ヘンリーヘイスティングズ大尉」の中のミスヘイスティングズである。
兄が殺人を犯したせいで世間から身を引き，学校経営者として地道に生きる彼女に心を寄せるのが，
身分も財力もあるサーウィリアムである。たった一人で孤独に耐えながら，兄を思い生活するミス
ヘイスティングズとサーウィリアムの会話は以下のとおりである。
「…わたしを恐れる必要はありません。あなたの答えがどんなものでも，わたしは紳士らしく振舞うつも
りです。今地位のある男はみんな悪党だといいましたね。わたしは地位のある男です。わたしの情婦になり
ませんか」
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「いいえ」「わたしを熱愛しているといったじゃありませんか」「そうです 心の底から。でも，決してあ
なたの情婦にはなりません。そんなことをすれば，わたしは自分を憎んでみじめになるに決まっています」32
ここでミスヘイスティングズは，後にジェインがすることになるのと同じ選択をするのである。情
婦という金銭的には安楽な道を拒み，たとえ辛くとも自立の道を選択する。
伝統的な美しい女性をヒロインとした小説の型を破り，読者に外見的美しさよりも内面性を注目さ
せようとする試みは画期的である。初期作品第三期の作品群にはこのようなこれまでとは異なるタイ
プの女性登場人物が登場し，後の作品へと続くことを予想させる。
おわりに
19世紀のイギリスには，結婚できない女性たちの中に経済的に自立できずに情婦となったものも
いた。シャーロットは歳老いていく父を経済的に助けようと，1844年，ブリュッセル留学後，父の
牧師館で姉妹で学校経営を試みるも，志願者がなく止む無くこの計画を断念する。1846年，姉妹で
詩集を自費出版するが，売り上げははかばかしくなく，次に小説を書いて生計を立てようとする。そ
の間，ブランウェルは身を持ち崩し，父の白内障は悪化，牧師としての説教にも影響が出たため
1846年，父は眼の手術を受ける。シャーロットの書いた『教授』（TheProfessor,1857）は出版を引き
受ける出版社が生前には現れなかった。シャーロットの試みは次々に失敗に終わるが，それでも彼女
はあきらめなかった。父の手術に付き添い，光の入らない暗い部屋で小説を書き続け，ついに『ジェ
インエア』を脱稿，1847年の出版と同時に大ベストセラーとなった。経済的に父を助けたい，と
いう願いはついに成就する。シャーロットの作品の女性たちの持つ男性への従順さと独立心の強さと
いう矛盾した特徴は，父親思いの従順な娘でありながら，これに相反するように経済的に自立する新
しい女性としての立場を包含している。これは彼女自身の生き方と大いに関係していると言えるので
はないか。
ヴィクトリア朝時代，経済的な自立を目指し成功した女性は多くなかった。シャーロットは何度失
敗を繰り返しても決してあきらめることはなかった。伯母の購読していたLady・sMagazineを幼い
ころから読んでいた影響であろうか。一方，父を支え，亡き母や姉に代わり，「長姉」としての責任
を果たそうとする気持ち，19世紀の女性としての本分をも果たそうとする気持ちもまた強かった。
シャーロットの創作した女性登場人物たちの中には，ザモーナのような男性に尽くそうとする女性と，
ミスヘイスティングズのように経済的自立の道を選ぼうとする女性，こうした相反する人物が生ま
れた。これらの人物造形は，後に続く本格的な傑作において一人の登場人物に結集し，シャーロット
独自のヒロイン像の創造にがっていくと考えられる。
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